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第３分科会 就職における保育現場と保育士養成校の協働 

            司 会 者･･･福島学院大学 准教授 子育て支援センター長 

今   清孝 氏 

            発題者Ⅰ･･･社会福祉法人 創世福祉事業団 三育保育園 

  園長  山崎 麻弥子 氏 

            発題者Ⅱ･･･社会福祉法人 いわき福音協会 指定障害者支援施設 

はまぎく荘 支援員 宍戸  寿成 氏 

 

◇趣 旨 

 昨年の東北ブロックセミナー第3分科会の討議を受け、保育現場と保育士養成校の協働のあり方

を討議してまいります。 

待機児童問題と保育士不足が社会問題として取り上げられるようになって、しばらく経ちます

が、最近では保育士の離職率の高さが調査から明らかにされてきています。就職先施設の労働時

間、給与や手当の待遇の問題、職場の人間関係での問題、これらが離職理由の上位に挙げられてい

ます。保育士養成校が入学者減少に頭を悩ませているのと同様に、保育士を募集しても集まらな

い、数年で離職してしまうなど、保育現場でも保育士不足は死活問題にまでなっています。こうし

た状況の中で、離職者を減らす手立てを模索する取り組みも始まっています。 

 さらに専門職として復職する際のリカレント教育に、保育士養成校や保育現場はどのようにかか

わることができるのかも課題のひとつであると考えます。フロアからの実践紹介やご意見なども頂

戴し、学びの広がりと深みを目指したいと考えます。 

本分科会では、保育所と障害者支援施設のそれぞれの発題者から、取り組みの紹介と、施設長の

立場から保育士養成に対する提案、また、実習を契機に施設支援員を職種として選んだ保育士の立

場から、実習先施設としての実習のあり方の提案を中心に、就職における保育現場と保育士養成校

の協働のあり方を議論したいと考えます。 
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発題者Ⅰ  社会福祉法人 創世福祉事業団 三育保育園 園長 山崎 麻弥子 氏 
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発題者Ⅱ  社会福祉法人 いわき福音協会 指定障害者支援施設 はまぎく荘 支援員 宍戸 寿成 氏 
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第４分科会 研修における保育現場と保育士養成校の協働 

司 会 者･･･東北福祉大学            准教授  利根川智子 氏 

発題者Ⅰ･･･福島県 保健福祉部 こども未来局 子育て支援課 

主任主査 佐久間直子 氏 

発題者Ⅱ･･･東北生活文化大学短期大学部 教授 三浦 主博 氏 

 

◇趣 旨 

「保育の質の向上」を図っていく上で、保育者個人・保育組織レベルのいずれにおいても“学

び”は不可欠なものであり、その機会の一つとして「研修」があります。 

 幼稚園・認定こども園では、教育基本法や教育公務員特例法に基づく法定研修（初任者研修・中

堅教諭等資質向上）や 10年毎の免許状更新講習がありますが、保育所では、第 5章「職員の資質

向上」により研修が努力義務とされているといった違いがあるものの、いずれの保育現場において

も保育の質、職員の資質向上のために多くの研修が行われています。さらに、昨年度からは保育士

の待遇（給与）改善の方策と一体化した形で、キャリアパスの仕組みが導入され、保育士のキャリ

アアップ研修制度が創設されており、これまで以上に多くの研修の開催と受講が求められていま

す。 

しかしながら、保育現場の業務は年々煩雑化する一方であり、現実には園外研修（Off-JT）に参

加することや、園内研修（OJT）の機会を設定することですら困難な状況も見受けられます。 

 一方、養成校としては、従前から、2年～4年の養成期間だけでは、就職後に保育者として即戦

力になるだけの充分な力を養成することが難しいことについて指摘されてきましたが、昨今の保育

者不足、売り手市場が続く現状においては、力不足であっても容易に就職できるという状況が起こ

っています。さらに、養成校を卒業したばかりの初任者が、専門職としてのキャリアを積み上げる

前に辞めてしまうという、保育者の早期離職も大きな問題になっています。 

 就職後は職場や職能団体が育成するといった立場を強くとっている専門職（例えば、看護師や社

会福祉士等）もありますが、保育職の場合には、養成校から保育現場への移行期（のりしろ期）

は、双方からの支援が必要であり、養成段階から、特に、初任者の時期にかけての切れ目ない連携

が必要であると考えられます。 

 このように、保育現場では研修ニーズが高まっている中、各保育士養成校・教職員・関連団体

は、問題解決に向けてどのようにコミットしていくことができるでしょうか。本分科会では、養成

校の立場から試案を提示し、議論に付したいと思います。これまで連携の重要性や必要性が言われ

ながら、養成校としては必ずしも充分に関与することができていなかった「研修」について、保育

現場や養成校としての役割や課題を確認し、相互理解を深めながら、協働の方向性と具体的方略を

探り合っていきたいと考えています。 
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発題者Ⅰ  福島県 保健福祉部 こども未来局 子育て支援課 主任主査 佐久間 直子 氏 
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発題者Ⅱ  東北生活文化大学短期大学部 教授 三浦 主博 氏 
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平成３１年度 全国保育士養成協議会 東北ブロックセミナーのご案内 

（予定） 

 

 

  主 題：保育現場における「保育の質の向上」と 

      保育士養成校の役割・課題 

       −実習、就職、研修の側面を中心に− 

 

 

  期 日：２０１９年１１月１６日（土）・１７日（日） 

 

 

  会 場：山形テルサ 

           〒990-0828 山形市双葉町１丁目２－３  TEL；023-646-6677 

 

 

   

  事務局： 東北文教大学 

 

 

企 画：全国保育士養成協議会東北ブロック 企画委員会 
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実行委員会・企画委員会 

 

◇実行委員会 

委員長 会津大学短期大学部 市川 和彦 

委 員 郡山女子大学短期大学部 三瓶 令子 

委 員 郡山女子大学短期大学部 小林  徹  

委 員 郡山女子大学短期大学部 早川  仁 

委 員 郡山女子大学短期大学部 伊藤 哲章 

委 員 郡山女子大学短期大学部 柴田  卓 

委 員 福島学院大学短期大学部 鈴木 智子 

委 員 いわき短期大学 鈴木 隆次郎 

委 員 桜の聖母短期大学 堺  秋彦 

委 員 福島大学 原野 明子 

委 員 福島学院大学 今   清孝 

委 員 国際ビジネス公務員大学校 高階 裕美 

委 員 国際ビジネス公務員大学校 圓谷 厚子 

委 員 郡山健康科学専門学校 細川  梢 

委 員 会津大学短期大学部 郭  小蘭 

委 員 会津大学短期大学部 吉田 亜矢 

委 員 会津大学短期大学部 葉山 亮三 

 

 

◇企画委員会 

委員長 （ブロック顧問  東北福祉大学） 小坂  徹 

委 員 （ブロック理事 尚絅学院大学） 小松 秀茂 

委 員 （ブロック理事 福島大学） 白石 昌子 

委 員 （山形県代表 東北文教大学） 河合 規仁 

委 員 （旧専門委員会委員 東北生活文化大学短期大学部）  三浦 主博 

委 員 （旧専門委員会委員 聖和学園短期大学） 石森 真由子 

委 員 （ブロック研究委員 仙台白百合女子大学） 大迫 章史 

委 員 （旧専門委員会委員 東北福祉大学） 利根川智子 

委 員 （ブロック事務局 東北福祉大学） 和田 明人 

 

※敬称略 
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